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【目的】植物病原菌Pseudomonas syringae が生産する植物毒素コロナチン（COR）
は、植物の気孔を開口させる作用（JACS. 1977, 99, 636）をもつ。病原菌は気孔か

ら植物内に侵入し感染を成立させるが、病原菌に感染した植物は、気孔を閉鎖す

ることで感染経路を遮断するという感染防御応答を示す。病原菌はこれに対抗し、

COR を分泌して気孔を再開口させ感染経路を確保すると考えられている（Cell, 
2006, 126, 969）。植物病原菌の感染に関する COR の役割は、植物病理学の観点か

らも大きな注目を集めているが、詳しい作用機構は不明である。そこで我々は、

COR の気孔開口作用機序の解明を目指して研究を行った。 
【方法】著者らはこれまでに、孔辺細胞における COR の作用部位を明らかにす

るために蛍光基を導入したコロナチンプローブを合成したが、プローブの分子サ

イズが非常に大きく実用に耐えなかった。そこで、巨大な蛍光基ではなく、生細

胞イメージングが可能な小分子 Tag であるアルキンを利用した Alkyne-Tag Raman 
Imaging 法（JACS. 2011, 133, 6102）に着目し、作用機序解明研究を行った。 

【結果および考察】今回著者らは、COR と同等の気孔開口活性を有する Diyne
型コロナチンプローブを合成し、シロイヌナズナ変異体株の孔辺細胞ラマンイメ

ージング実験を行った結果、本プローブ

が核周辺部に局在していることが確認さ

れた。本発表では、遺伝学的検討の結果

と合わせ、COR の気孔開口活性が既存の

作用機序から独立したものであることを

報告する。 


